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ヒト肺炎病原菌の感染器官の構造を解明
－マイコプラズマ・ニューモニエの接着器官－

Mycoplasma gliding



5 μm速い運動：1 マイクロメートル毎秒
他の生体運動と根本的に異なるメカニズム
感染に必須
あまり調べられていない Mycoplasma gliding

滑走する肺炎マイコプラズマ



2 µm 

Mycoplasma gliding

電子顕微鏡で見た肺炎マイコプラズマ

接着器官



接着器官（内部構造）を単離して
網羅的かつ詳細に調べた

Mycoplasma gliding

表面構造

内部構造
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研究の内容

1.内部構造の単離に成功

2.形状と大きさをナノメートルレベルで

3.新たな3つの構成タンパク質

4.13種類のタンパク質それぞれの位置

5.滑走メカニズムに踏み込む
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1. 内部構造の単離に成功
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2. 形状と大きさをナノメートルレベルで
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3. 新たな3つの構成タンパク質
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4. 13種類のタンパク質それぞれの位置
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4. 13種類のタンパク質それぞれの位置
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4. 13種類のタンパク質それぞれの位置



運動に直接かかわる2つのタンパク質

棒状タンパク質のシート

5. 滑走メカニズムに踏み込む

シアル酸オリゴ糖

Bowl

Plates

Adhesin



運動超分子マシナリーが織りなす調和と多様性
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